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　タンパク質は生命現象のキープレイヤーとして機能する生体分子です。生命の設計図といわれるDNAにはこ
のタンパク質の構造が描かれています。そこには、生命という複雑なシステムを支えるタンパク質の、精密な分
子機械としての機能美があります。私たちがタンパク質を対象として有機化学的研究に没頭しているのは、その
機能美を一分子の微視的なレベルで理解し、自在にデザイン・合成したいと考えるからです。ミクロな視点での
ものづくりを通じて、サイエンスの美しさ・おもしろさを学生の皆さんと共有し、一緒にワクワクできる教育研
究を目指します。

　タンパク質はアミノ酸が連なってできる生体高分子のひとつで、その多くは翻訳後修飾と呼ばれる“お化粧”
を身に纏うことで本来の生物活性を示します。タンパク質は医薬品としても応用されており、糖尿病治療薬であ
るインスリンや近年盛んに開発が進められている抗体医薬品などをはじめとして、現代薬物治療の一翼を担って
います。
　タンパク質医薬品利用が拡大した背景には、遺伝子組み換え技術の発展により望むタンパク質の調製が容易に
なったことがあります。しかし、遺伝子工学的手法では翻訳後修飾の制御が難しいため、品質管理および薬効最
適化の観点からタンパク質医薬品製造プロセスの技術革新が求められています。
　私は、タンパク質の化学合成法に関する研究に取り組んできまし
た。化学合成法の魅力は、複雑な翻訳後修飾が施されたタンパク質
であっても単一分子種として調製可能であり、遺伝子工学的手法で
はアプローチできない人工タンパク質をも創出できる点にありま
す。私は、この分野のパイオニアになるために、化学合成法を起爆
剤としてタンパク質医薬品製造プロセスのパラダイムシフトを起こ
すべく研究に今後も取り組んでいきます。
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